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第１章 はじめに 

 

 

1.1 本委員会設置の背景 

 

1.1.1 維持管理の現状と問題認識 

我が国の高度経済成長期に建設された橋梁などの土木構造物は，供用期間が 50 年を超えつつあり，適切

な維持管理のもとに供用を継続することや，構造物や社会状況により更新を進めていくことが求められてい

る． 

社会資本としての機能を維持するためには，合理的な維持管理を行う必要がある．そのためには，構造物

の使用や安全の性能の限界を明確にし，かつ現状および将来の構造物の性能を把握する必要がある． 

しかし，現在の維持管理における構造物の性能の評価は，主として材料の劣化にのみ着目して判断される

ことが多いのが通例である．この評価法は，評価の結果が構造性能に着目した結果と必ずしも一致するわけ

ではなく，一般には安全側の評価を与えることから，限られた維持管理予算を有効に使用するという観点で

は，必ずしも合理的とは言えない問題もある．また，場合によっては，構造物の安全に直結する劣化も見逃

される場合もあり得るという問題もある．このような問題を解決するため，構造性能に着目した評価をする

ことが重要なことは言うまでもない． 

すなわち，既存構造物の劣化状態が構造性能に及ぼす影響を可能なかぎり定量化することが，合理的な維

持管理に必要不可欠であり，それが急務であると考える． 

 

1.1.2 点検データの有効利用と性能評価 

構造物の安全性・使用性などを確保するための維持管理においては，構造物の状態を定期的に点検して評

価を下し，必要があれば対策を施すという手順を確実かつ効率的に機能させることが重要である．2014 年よ

り道路の橋梁，トンネルなどの定期点検は 5 年に 1 回が基本となり，点検技術は多種多様なものが投入され

ている．一方で，鉄道においては，古くから構造物の保守が実施されている．このように，我が国の土木構

造物の維持管理の歴史は，多種多様でありカオスと言える．ただし，土木構造物の用途・機能を維持するた

めに必要とされる技術（維持管理技術）は，事業体に関わらず同様の技術に帰着すると考えられる． 

しかしながら，一方で，点検データは膨大に得られるが，その全てが性能評価において有効に活用されて

いるとは言い難い現状がある．点検データは構造物の「症状」を示すものから性能評価のモデルの「入力」

となるものまで広く，また，用途・機能を満足するために定められる既設構造物の要求性能に対する満足度

を，間接的に表すとされるデータが大多数であり，性能の評価の信頼性は，それらを用いて判断する技術力

に左右されるのが実態である．今はこれらをまとめて「診断」を行っているのが現状であると考えられる． 

 

1.1.3 論点 

本委員会では，前述の背景を踏まえて，構造物の定量的な性能評価を今後進展させるために，点検データ

と性能評価の関係について現状を確認し，今後の課題を示し，方向性を提案するものである． 

 

（執筆者：渡辺忠朋） 
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